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中心問題解決案 : 場の量子状態の汎関数表示 
掲示板の一覧を表示  

 
 

前の話題  次の話題   返信を受信トレイに送信  

返信 おすすめ  メッセージ 1 / 5 

投稿者 : SourceCodeOf_HumanGenome  (元のメッセージ) 投稿日時 : 2005/06/25 14:37

僕の「時間の量子化」文法の適用範囲を、 

場の量子論にまで広げるために、 

まず、 

既存の場の量子論の量子状態に対して汎関数表示を与えます。 
  

R を実数全体の集合とするとき、 

古典実スカラー場は R × R × R × R から R への写像です。 
  

この場の既存の場の量子論の量子状態は、 

R × R × R から R への写像の各々を C に写す汎関数、 

と考えられます。 
  

したがって、 

僕の「時間の量子化」文法によるこの場の量子状態の歴史は、 

R × R × R × R から R への写像の各々を C に写す汎関数 

です。 

これは極めてもっともらしいですね。 
  

既存の場の量子論の量子状態の歴史は、 

時刻の各々を、 

「 R × R × R から R への写像の各々を C に写す汎関数 」 

に写す写像です。 

これはゴタゴタしていてあまりもっともらしくありません。 

最初の返信  前へ  2-5 通を表示 : 総返信数 5 通  次へ   最新の返信   

返信 おすすめ  メッセージ 2 / 5 

投稿者 : SourceCodeOf_HumanGenome 投稿日時 : 2005/06/25 15:44

【新旧の文法の対応関係】 
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返信 おすすめ  メッセージ 3 / 5 

投稿者 : SourceCodeOf_HumanGenome 投稿日時 : 2005/06/26 9:56

【フェルミ場の量子状態】 
  

僕の新文法では、 

フェルミ場の量子歴史が書けるのか？ 

という疑問が生じます。 
  

というのは、 

先述した汎関数Φに類似のものに対する演算には、 

反交換する演算子が存在しそうにないからです。 
  

一つには、 

フォック表現と僕の新表現の対応関係から学ぶ、 

という事が考えられます。 
  

ただし、フォック表現を地で行く、という手は避けたいところです。 

フォック表現を地で行くならば確実に出来ますが、 

それでは新文法のもっともらしさが激減するでしょう。 
  

もう一つの可能性は、 

グラスマン変数の使用です。 
  

しかし、 

グラスマン変数は完全に反交換するのに対して、 

フェルミ場の演算子は完全には反交換しない、 

という点が難点です。 
  

グラスマン変数の使用が妥当するなら、 

フェルミ場の経路積分の技法に倣う、 

という方針が有望です。 

返信 おすすめ  メッセージ 4 / 5 

投稿者 : SourceCodeOf_HumanGenome 投稿日時 : 2005/06/26 18:32

【 フェルミ場：グラスマンで解決 】 
  

グラスマン変数を使えばフェルミ場の反交換関係を再現できる事 

がほぼ確定しました。 
  

アイデアは以下の如くです。 
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あとは、添え字の連続化を行うだけです。 

つまり、 ψ( x ) をグラスマン変数とし、 

x を g の添え字の如くに見做すのです。 
  

すると、量子状態の表示は ψ を複素数に写す写像です。 

x を空間座標とすれば、 

この写像はフェルミ場の既存の量子論の量子状態の表示ですし、 

x を時空座標とすれば、 

この写像はフェルミ場の量子歴史の表示と考えられます。 

返信 おすすめ  メッセージ 5 / 5 

投稿者 : SourceCodeOf_HumanGenome 投稿日時 : 2005/06/27 17:43

【訂正】 
  

前件で、 
フェルミ場の量子歴史は、写像であり、その値が複素数だ、 
と書きましたが、 
これは誤りです。( C は複素数全体の集合 ) 
  

フェルミ場の量子歴史は下記の如くです。 

  

最初の返信  前へ  2-5 通を表示 : 総返信数 5 通  次へ   最新の返信   

中心問題解決案 に戻る  前の話題  次の話題   返信を受信トレイに送信  
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